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パタふン認識をこおける適応学習  

電子部  
佐 藤 辰 雄  

ここでは不変特徴として高次局所自己相関特徴を  

基に構成した大小不変特徴と回転不変特徴を用い、  

統計的特徴抽出として判別分析に基づいた方法によ  

り認識を行う。   

さらに具体例として同仙血のプログラムで行った二  

通りの認識対象に対する実験結果を通して、学習可  

能性について示す。  

3 判別分析に基づ宅識別法  

1） 学習パターンとして与えた画像について不  

変量を計算し、それを学習サンプルとする。   

2） それを判別分析して固有ベクトルを求め、   

3） この固有ベクトルを使って未知の計測パタ  

」ンを判別空間（クラス数【1次元ベクトル空  

間）にマッピングし、   

4） 判別空間上で各クラスの学習サンプルの平  

均ベクトルとのユークリッド崖巨離を計算し、最  

も近いクラスを答えとするルールにより識別す  

る。  

4 実  験   

実験装置の構成をFig。iに示す。   

まずFまg．2に示す3クラスの学習パターンを使っ  

て、大小変換として倍率で1。0から2。0まで0．2きざみ  

で6通りに拡大し、それをさらに回転変換として角  

i ばじめに   

電子部では中小企業庁の「人材不足対策技術開発  

事業」の費用のうち要素技術研究開発事業を行って  

いる。本研究はその中で「単純簡略化されたカラー  

画像処理技術の研究」として行っているものである。   

画像計測や認識は、生産工程、検査工程などの産  

業分野のみならず、医療、オフィスなどさまぎまな  

分野でニーズが高く、簡単安価なシステムの実現が  

望まれている。   

－一方、従来より研究されてきた手法は、ある課題  

について有効と思われるいくつかの方法を次々に適  

用していく逐次的な処理手法をとっており、  

1） 多くの計算を必要とするため実時間処理で  

きない。   

2） アルゴリズムのわかっている問題しか扱え  

ない。   

3） アルゴリズムや処理手順がプログラムに固  

定されているため汎用自勺でない。   

4） プログラムの変更には専門の技術者を必要  

とする。  

等々、様々な問題があった。   

これらの問題点を解決するアプローチとして、高  

次自己相関と多変量解析を用いた方法が電総研で提  

案されたしりこ2〕〔3〕［4〕 

本研究はこの技術シーズを基に行ったものであ  

る。  

ニ バターン認識手法に∵いて   

パターン認識は特徴抽出と識別の2段階に分けて  

考えることができ、特徴抽出には更に幾何学的側面  

と統計的側面とがあり、それぞれ、パタ山ンの平行  

移動、大小変換、回転変換などの幾何学的変換に対  

する不変性と、対象や問題に対しての統計的な適応  

性とが望まれる【2〕。  
Fig，ま 実験装置構成 Fig．2 学習サンプル齢例  
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Fig．4 手書き数字の仙部  

5 ま と め   

以上の2例から、統計的特徴抽出と  

しての判別分析に基づいた方法が対象  

や問題に依存しない、つまり対象に応  

じて最適な特徴を適応的に学習できる  

ことがわかる。   

なおこの研究は、電子技術総合研究  

所 大津展之首席研究官のご指導のも  

とに、情報科学部情報数理研究室で行  

ったものである。   

直接ご指導いただいた大津展之首席  

研究官（現知能情報部長）と、多くの  

助言をいただいた研究室の皆様に深く  

感謝致します。  
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Fig．5 手書き数字の認識結果  

度で0度から345度まで15度きざみで24通りに回転  

したもの、合計144通りについて判別分析を行い、同  

じものを計測パタ血 ンとして、上記の方法で認識実  

験を行った。   

初期特徴として位置及び回転に不変な特徴軋〔5〕を  

使った場合の認識結果をFig．3に示す。   

次に手書きによる数字を使って認識実験を行っ  

た。学習パターンは0から9までの数字を、ユ枚の  

紙に1文字として5人がそれぞれ3組書いたもので  

あり、それとは別に書いた2組を計測パタ血ンとし  

た。実験に使った数字の一部をFig．4に示し、初期特  

徴として大小不変特徴乱〔3〕を用いた場合の実験結果  

をFig。5に示す。  
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